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2012年 3月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[有機ラジカル電池（Organic Radical Battery）] 

 

日本電気株式会社（NEC）が、2012年 3月 5日に、ICカードに内蔵可能な超薄型有機ラジカル電池を

開発したと発表しました。回路基板と一体化することで、厚さ 0.3mm を実現しているとのことです。最

近、動きの活発な 2次電池（充電可能電池）分野で、また、新たな方式が実用化に向かって、名のりをあ

げてきました。今月は、この有機ラジカル電池を取り上げたいと思います。 

 

充電可能電池の出力密度とエネルギー密度（文献 1）より） 

 

有機ラジカル電池とは、プラスチックの一種である有機ラジカル化合物を電極活物質に用いた電池です。

ラジカルは、通常は激しく反応する不安定な性質を持っていますが、中には安定したラジカルもあります。

有機ラジカル電池はこの安定ラジカルの化合物を使用しています。電力の充放電は、有機ラジカル化合物

の酸化還元反応によります。なお、従来の二次電池に多用されたカドミウム、鉛などの重金属類を使用し

ていないので、環境に優しいとされています。 

 

本電池の特徴は、高出力性（瞬時に大電流の放出が可能）

と薄型・柔軟性です。 

高出力性については、重量当たりの出力密度が高いことで

す。リチウムイオン 2次電池より大きく、電気二重層キャパ

シタに匹敵するレベルです。さらに、有機ラジカル材料は電

気化学反応速度が非常に速く、電解質イオンがスムーズに移

動します。充電反応に際しての抵抗も小さく、30秒以内で充

電を完了させることも可能とのことです。このため、携帯機

器のバッテリーの高速充電、ハイブリッド自動車の補助電池

とすることで回生効率の向上などへの応用が期待されていま

す。（右図は、文献 2）より引用） 
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薄型・柔軟性については、有機ラジカル化合物と炭素繊維からなる複合正極に電解液を浸透させること

により、ゲル状のフレキシブルな電極を実現しているためです。電極が薄膜化され、しかも、電解液の浸

透したゲル状態であるため、折り曲げたりすることができるのです。 

 

ところで、有機ラジカル電池は、約 10数年前に NECに入社した新入社員のアイディアがきっかけとの

話があります。誰が出したアイディアでも、決して軽視してはならないようです。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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